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養殖漁業施設 集落
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津波到来前

10mにもおよぶ水面の上昇

漁業者の悪夢漁業者の悪夢

海底には膨大な量の残骸
養殖漁業を再開するには多大な労力と時間が必要か？

?

津波は建物などを海へといかに押し出したか
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カメラロボによる海底観測
2011年4月11日～9月30日

協力
日本財団
全国漁業協同組合連合会
三井造船株式会社
株式会社東京久栄

東京大学海洋アライアンス・日本財団
全国漁業協同組合連合会
「海の再生力探査プロジェクト」

2011年4月～同6月東大独自実施分
2011年7月～同9月実施分

定置網やイケスを係留するためのおもりとなる土嚢

土嚢から延びる係留用
ロープ。途中で引きちぎ
れていることもあれば、
海面で多数のブイにつ
ながっていることもある。

係留用ロープに
流木や網、他の
ロープが絡まって
一つの塊になっ
ている。
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流されて合体したブイ
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三井造船 RTV‐100



東京久栄社のLEO

ジンドウイカの卵

調査観察結果
1.養殖場である沿岸域には瓦礫が見られるものの、当所予想して
いたような足の踏み場もないような状況ではなく、広い海底を視認
することもできた。引き波の力が非常に強力で、多くの瓦礫はその
ままもっと沖合に持って行かれたようである。
2.地震後に海底に産み付けられたジンドウイカの卵がいくつも観察
され、海は再生しつつあると認識された。
3.クレーン船等で容易かつ確実に自動車などの残存瓦礫を撤去す
るのに必要な沈座位置を明示した。

広報活動
記録された膨大な動画アーカイブをどのようにすれば多くの人々に
見てもらえるか?!
意図的な編集無しで全部公開する!!!
単なる動画のままでは誰も見てくれない!!!


